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３学期 始業式 

１月９日（火）９：３５～３学期の始業式が、加古南スタイルのリモート形態で行いま

した。 

骨子２つ。始業式、終業式でルーティンの如く、「災害・事故・事件に巻き込まれてこ

となく、このように当たり前のように３学期の始業式を開催されますことを、生徒、先生

方、事務室の皆さんはじめ加古川南高校に関係するするすべての皆様に感謝申し上げま

す。ありがとうございます。」から始まり、この言葉の持つ意味をかみしめて欲しいと言

う内容です。元旦に発生した石川県能登半島震災で、災害に巻き込まれ、多数の方がお亡

くなりになられ哀悼の意を表すと共に、一刻も早く安否不明者の発見を願っています。 

石川県には国立、県立、市立、私学を合わせて５６校があって、今、それぞれの高等学

校は、そして高校生たちは、どんな始業式を迎えているのかと思いを馳せると、心が痛み

ます。現在、私の耳には災害に巻き込まれたという加古南の関係者の情報は入っていなく

「ありがとうございます。」の感謝の気持ちを表しました。が同時に付加したのは、「今、

加古南や私達ができることは何なのか？」を念頭において、生徒会はもうすでに行動を起

こそうとしてくれていますが、災害復興復旧支援に学校を挙げて取組むと共に、対岸の火

事としてとらえるのでは無く、「今、何をすべきか？災害に巻き込まれた時にすべきこ

と。」のシュミレーション能力を駆使して、防災意識を高めて、防災・減災力を向上させ

ましょう。 

 ２つ目。３学期は、１年の集大成。今年度は、～ワクワク・ドキドキ 思いっきり

Enjoy life of 加古南～』の合い言葉のもと、大切な学校行事の修学旅行、そして卒業式、

単位認定の終業式があります。（私の心のなかに、先生方は推薦入試、一般選抜入試が控

えています）令和４年度の生徒会が考案した一生ものの人間力を例に例えて、「今、何を

すべきかを発見する力や気づく力を意識して、積極的に挑戦して、それを継続する力でも

って、今の現状（災害）の情報収集を行い、何が正しいか、や何が必要か、などの分析す

る力を駆使して、災害に巻き込まれた方のために貢献し、加古南生が災害復興復旧支援の

ために協働する力を発揮しましょう。そして、それを他者にも説明し、アウトプットする

コミュニケション能力を意識し、今こそ、感謝力がピーク（特に３年次生はこの感謝する

心はピーク）になり、自分の流してきた

汗が、「まんざら捨てたものではない

ぞ、自分は」と自ら足跡を褒めるような

自己肯定力で、しっかりと自信をつける

学校生活を送ってもらいたいと願ってい

ます。そのための、令和５年度の三学

期、有終の美を飾りましょう。と式辞を

終えました。Be Happy。 


